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 防災安全課 消防担当・交通防犯

担当  23-5144

 平成31年度施政方針

 平成31年度予算のあらまし

 市の組織機構が変わります

 大型連休の行政機関の業務体制

 平成30年度大崎市教育委員会表彰式

 狂犬病予防注射を受けましょう

 市政トピックス　3月の主な出来事

 地域発！お・ら・ほ・の・ま・ち

 オオサキプレイガイド

 今月のお知らせ

行政区を分割します　ほか

 子育て支援情報

 育児相談・乳幼児健診

 休日当番医　ほか

 4月号の主な内容

 火災発生件数
(2月末日現在・右欄は前年比 )

建物火災 4件 － 3

林野火災 1件 1

車両火災 3件 2

その他火災 0件 0

合計 8件 0

 交通死亡事故件数
(3月15日現在・右欄は前年比 )

発生件数 0件 － 1

死亡者数 0人 － 1

 空間放射線量の測定結果
（単位 : マイクロシーベルト /h）

3月19日測定
地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所第2駐車場 0.05 0.06

松山総合支所 0.04 0.04

三本木総合支所 0.06 0.06

鹿島台総合支所 0.05 0.05

岩出山総合支所 0.07 0.07

鳴子総合支所 0.05 0.05

田尻総合支所 0.05 0.05

　

桜
や
梅
、菜
の
花
が
大
崎
市
を

彩
る
季
節
が
、も
う
す
ぐ
そ
こ
ま

で
や
っ
て
き
た
よ
。

　

こ
れ
か
ら
迎
え
る
春
、市
内
に

は
花
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

よ
。
田
尻
地
域
の
加
護
坊
山
に

は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
八
重
桜
、

ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
約
2
千

本
が
咲
き
誇
る
ん
だ
。
頂
上
は
、

桜
越
し
に
世
界
農
業
遺
産「
大
崎

耕
土
」が
一
望
で
き
る
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
だ
よ
。

　

鳴
子
温
泉
地
域
川
渡
地
区
の

河
川
敷
に
は
、菜
の
花
畑
が
一
面

に
広
が
る
よ
。堤
防
に
咲
く
桜
と

観光ひとくちメモ

 3月1日現在の大崎市の人口 （単位 : 人・世帯）

地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 38,070 － 21 39,556 － 33 77,626 － 54 31,450

松山 2,896 － 7 3,064 ＋ 1 5,960 － 06 2,184

三本木 3,896 － 6 3,941 － 13 7,837 － 19 2,697

鹿島台 5,720 － 1 6,087 － 19 11,807 － 20 4,526

岩出山 5,195 － 13 5,433 － 9 10,628 － 22 4,168

鳴子温泉 2,848 － 2 3,128 － 6 5,976 － 8 2,698

田尻 5,338 － 4 5,472 － 9 10,810 － 13 3,610

市全体 63,963 － 54 66,681 － 88 130,644 － 142 51,333

 市政情報課統計担当　23-5091

　

市
長
コ
ラ
ム人

天
地

 観光交流課 23-7097

大崎が淡く
染まる季節

その33

のの

　毎年2 月末から3 月上旬にかけて、「つるし

雛巡りの旅」と題し、市内にある4 つの駅舎（JR

古川駅、みちのく古川食の蔵 醸室、あ・ら・伊達

な道の駅、三本木道の駅やまなみ）で、つるし雛が同時

展示されています。

　「まちの駅」として古川地域の醸室 寺子屋ホールで展

示されているつるし雛は、およそ1万3千点と、県内でも

随一の規模を誇ります。展示室内では、初心者でも気軽に

ひな飾りを作ることができるワークショップなども開催

され、市内外からひっきりなしにファンが訪れます。

　和を感じさせる美し

い布をまとった人形は、

着物の端切れなどで作

られ、一つ一つ表情が

異なります。揺れ動く色

とりどりのつるし雛が、

春の訪れを告げていま

した。

今月
の

表紙

残
雪
が
残
る
山
々
が
一
度
に
望

め
て
、ぜ
い
た
く
な
景
色
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、岩
出
山
地
域

の
城
山
公
園
や
松
山
地
域
の
松

山
御
本
丸
公
園
の
桜
、三
本
木
地

域
の
ひ
ま
わ
り
の
丘
に
咲
く
菜

の
花
な
ど
が
有
名
だ
よ
。

　

開
花
に
合
わ
せ
て
、各
地
域
で

お
祭
り
を
開
催
し
て
い
る
か
ら
、

今
月
号
の
18
ペ
ー
ジ
も
見
て
ね
。

　

4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
の

長
い
間
、春
花
を
楽
し
め
る
大
崎

の
お
花
め
ぐ
り
に
、み
ん
な
で
出

か
け
て
み
よ
う
よ
。

市
の
木「
桜
」

　

今
年
も
桜
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。

　

日
本
人
は
本
当
に
桜
が
好
き

で
す
。ハ
イ
テ
ク
な
娯
楽
が
主
流

と
な
っ
て
も
、お
花
見
は
春
の
催

し
の
断
ト
ツ
主
役
で
す
。

　

こ
の
時
期
、桜
情
報
の
雑
誌
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、桜
前
線
報
道
に

注
目
が
集
ま
り
ま
す
。桜
の
名
所

も
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。学
校
や
神
社
、沿
道
、公
園

に
も
桜
は
欠
か
せ
な
い
原
風
景

で
す
。我
が
家
に
も
四
種
類
の
桜

の
木
が
あ
り
ま
す
。

　

古
来
か
ら
、桜
は
日
本
人
に
愛

さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
古
事
記
」や

「
万
葉
集
」
に
も
詠
ま
れ
て
い
ま

す
。「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」の
よ
う

に
民
話
に
も
登
場
し
て
お
り
ま

す
。「
桜
狩
り
」「
桜
吹
雪
」な
ど
桜

に
ま
つ
わ
る
美
し
い
言
葉
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
桜
湯
」「
桜

も
ち
」な
ど
お
祝
い
の
席
に
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
生
葉
や
染
料
、
木
工
製

品
、
建
築
資
材
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
や
文
化
に
根
付
い
て
お

り
ま
す
。

　

4
月
13
日
、
新
宿
御
苑
で
行

わ
れ
る
総
理
主
催
の「
桜
を
見
る

会
」に
ご
招
待
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
県
議
時
代
に
続
き
、
二
度
目

の
お
招
き
で
す
。

　

桜
の
見
ご
ろ
の
時
期
は
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
政
財
界
、
芸

能
人
や
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
華
や

か
な
ご
招
待
者
と
、平
成
最
後
の

観
桜
会
を
夫
婦
で
楽
し
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

本
市
は
合
併
10
周
年
を
記
念

し
て
、市
の
木
に「
桜
」を
選
定
し

ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
の
象
徴
と

し
て
の「
桜
」
は
市
内
各
地
に
広

く
生
息
し
、
名
所
、
名
勝
地
で
も

あ
り
、
市
民
の
保
全
、
保
護
活
動

も
活
発
で
す
。

　

七
つ
の
地
域
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
、
一
体
感
の
象
徴
で
あ
り
、
市

民
も
訪
れ
る
人
も
和
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

市
の
木
普
及
活
動
に
市
民
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

 今月の納税　
　５月から各種税の納付が始ま

ります。口座振替は、納付書に比

べて手間が省け、納め忘れがな

く便利です。新たに口座振替を

希望する場合は、4月12日まで

の申し込みで、5月31日納期限

分から振替できます。金融機関

の窓口で手続きをお願いします。

 納税課収納担当  23-5148

を募集します

愛媛県宇和島市「大崎市民親善訪問団」

　大崎市（旧岩出山町）と愛媛県宇和島市は、伊達家をゆかりとし

て平成11年3月27日に姉妹都市盟約を締結しています。

　締結から20周年を迎えることを記念して、市民同士が交流を深

め、文化や地域経済が互いに繁栄することを目的に、宇和島市を訪

問する「大崎市民親善訪問団」を結成します。

伊達家ゆかりの絆の輪を広げる訪問団に、参加してみませんか。

 姉妹都市宇和島市大崎市民親善訪問団実行委員会

（岩出山総合支所地域振興課内）　 72-1215

旅行期間　7月23日～25日

内容　宇和島市牛鬼まつりの見学、姉妹都市交流会、宇和

島市役所表敬訪問などを予定

定員　先着10人程度

料金　一人 130,000円程度（移動費・宿泊費・一部食事代含む）

※参加人数や実費精算により変更となる場合があります。

募集期間　4月15日～5月20日

▲

行程や申し込み方法など、詳しくはお問い合わせく

ださい。

　　姉妹都市締結20周年祝

▲全長5～6ｍで鬼のような顔と牛の胴体を
持つ「牛鬼」が練り歩く「うわじま牛鬼まつり」

岩出山と宇和島市のつながり

　伊予宇和島藩の初代藩主 伊達秀宗

は、政宗の長男として岩出山城で幼少の

一時期を過ごしました。その後、秀吉・家

康の人質となりますが、慶長19年大坂

冬の陣の後、25歳のときに現在の宇和

島市へ入国しました。

　旧岩出山町とのつながりは、秀宗が

育った地であり、弟である伊達宗泰が、

岩出山城主であったことによります。

▲作って楽しめるひな飾り


